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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文（「中国江南農村『社区』の高齢化問題」）は、近年、急速な近代化と経済発展を遂げつつ
ある現代中国において、とりわけその農村社会において、きわめて重要な社会問題となりつつある「高
齢化問題」について論じたものである。都市と農村で異なった社会システムを維持してきた革命後の
中国社会において、社会の高齢化問題は旧来の社会システムの大幅な変更を迫っている。本論文は、
この急激な社会変動の過程におけるさまざまな社会的なコンフリクトや緊張関係を分析することを
通じて、中国社会の今後のあり方を探ろうとしたものである。 
中国江南地方の一農村をフィールドとして、そこでのインテンシブな聞き取り調査や資料収集に
よって得られた豊富なデータに基づいて、本論文では、国家の人口政策と都市への出稼ぎによって急
速に高齢化しつつある中国農村社会の現状と、それへの対応策として模索され始めている、国家によ
る農村社会への新たな社会保障制度の導入という趨勢が明らかにされ、同時に、その社会変動過程に
はらまれている諸問題が微細に探られている。 
具体的には、農村に「社区」制度という都市システムを導入するという制度一元化によって、農
村における諸問題（とりわけ高齢化の問題）を解決しようとする中国政府の政策に対して、自然村を
ベースとした農民の「伝統的な」社会関係（地縁・血縁関係）とそれに基づく独自の「相互扶助」シ
ステムの「復活」という現実を対置することを通じて、問題解決をめぐる「上からの」政策と「下か
らの」対策との間の緊張関係が明らかにされている。そしてさらに、筆者はそこに「社区建設」とい
うかたちで進められようとしている中央政府による「農地の国有化」に対する農民の抵抗を読み取り、
それが農村社会における「伝統の復活」というかたちで可視化し始めていると分析している。そして
こうした分析を踏まえて、筆者は、農村社会の今後の望ましい在り方を提言している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究のもっとも大きな特徴は、それが長期にわたる中国農村での丁寧かつ詳細な参与的観察と、
インテンシブな関係者への聞き取り、そして広範な関連資料やドキュメントの収集から得られた豊富
な実証データに基づいてなされているところにある。特に、その膨大な聞き取りデータに基づいて、
現在の中国農村の生活実態やそこでのさまざまな出来事のディテールが具体的かつ微細に記述され
ており、このことが本論文をきわめて説得的なものにしている。筆者が収集・紹介している個別農村
家庭の収入データや、「年金」受給の実態、さらには「村廟」の維持・管理の具体的な様相などは、
資料としてもきわめて貴重なものであり、それらに基づいて描き出される現在の中国農村の日常的な
生活の諸相は読む者にとってきわめて納得的かつ刺激的であるである。そして、そのような豊富なデ
ータや観察記録に基づいて筆者が展開している議論も、全体として判断するならば、その問題意識の
明確さと視点の新しさ、そして実証的な手続きの確かさと考察の鋭さにおいて、きわめて優れている
と評価されうる。 
さらに、このようなフィールド調査とそこから得られたデータに基づいて筆者が導き出している
論点も、きわめて説得的かつ刺激的である。たとえば、筆者は「村廟」の再建という、農村における
「伝統の復活」の具体的様相を詳細に明らかにしつつ、しかし同時に、そのような現実を単なる「伝
統の復活」とのみ見るのではなく、その背後（あるいは基底）に、フォーマルな（あるいは表層的か
つ可視的な）社会的諸関係からは相対的に自立した、農村社会に独自の自生的な社会関係と相互扶助
システムが作動していることを鋭く読み取り、そうしたものが国家の政策に対する農民の密やかな
「抵抗」の基盤となっていることを説得的に明らかにしている。フォーマルな行政機構や制度の分析
だけからは決して見えてこない、中国の農村社会の「深層」のリアリティに対する筆者の視線は的確
である。これはおそらく、長年にわたる筆者の中国農村社会への「参与」の確かさによるものである
と推測される。 
また本研究では、先行研究のサーベイにおいても、充分な目配りがなされている。筆者は、中国
および日本の研究者による優れた先行研究を過不足なくサーベイし、それらから得られた諸概念や分
析枠組みを十分に咀嚼し、かつ批判的に摂取して、そこから筆者の独自の視点と分析枠組みを構築し
ており、それらが豊富な実証データの分析に生かされている。そしてこのことが本研究の論理展開を
きわめて手堅いものとしている。 
以上のように、現代中国のマクロな社会変動の過程と、個別農村の日常的かつミクロな生活過程
とを、同時的に視野に収めつつ展開されている本研究は、そのダイナミックな論理展開と、実証の確
かさにおいて、さらには分析の視点のユニークさにおいて、きわめて優れたものである。もちろん、
分析の不十分さや、概念の不明確さなどもいくつか見受けられるのだが、しかし全体として判断する
ならば、本論文は、その問題意識の明確さと視点の新しさ、そして実証的な手続きの確実さと考察の
鋭さにおいて、きわめて優れた論文であると評価されうる。よって、本論文は、本研究科の課程博士
の学位に十分値するものであると判断する。 
 
